




吉 井 利 眞
森恒 夫 先生 の 略歴
経済学博士 ・森恒夫先生は,1930年9月10日にお生まれになり,1953年3月に横浜国立大学
経済学部をご卒業後,高 木女子商業高等学校の教諭 として教壇に立たれたが,社 会科学考究へ
の情熱 はさめることな く,同職 を辞 し,1956年4月に東京大学大学院社会科学研究科応用経済
学課程修士課程 に入学 され,1958年4月には同博士課程 に進学,課 程修了後の1962年4月に明
治大学経営学部 に助手 として就任 された。その後,1963年に専任講師,1966年に助教授,
1971年に教授 に就任 され,現 在に至るまでの間,教 育 ・研究活動に大きな成果を残 されたこ
とは云 うまでもないが,同 時に1983年から1987年には学生部長,1990年から1992年には学長
室専門員などの要職を歴任 され,学 生の自治活動や大学教育のあるべ き姿など重要かつ係争点
が多岐にわたる困難な問題 に真摯に取 り組 まれ,明 治大学学内はもとより広 く社会に対 しても
相互信頼関係の構築 と大学教育 に対する理解の浸透に多大 な貢献 をされた。
先生はまた,学 外におかれても1989年から1997年までの長い期間にわたって経済理論学会
の幹事 として,学 会の発展に大 きく貢献されたのをはじめ,そ の他の学会,大 学 ・民間の研究
機関などでも重要な役割を果たされ,研 究 ・教育活動の深化 と活性化 に広 く尽力 されてきた。
なお,先 生は1963年に 「イギリス鉄鋼業 における株式会社 の発展」 という論文で経済学博
士(東 京大学)の 学位 を取得 されている。先生の研究成果は業績一覧にみ られるように既に多
数の著書 ・論文として発表 されているが,現 在 も精力的に研究活動 を展開され,現 代資本主義
経済の本質究明に遭進 されてお られる。
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での長期間を対象とする壮大なものである。遠藤湘吉編r帝 国主義論 ・下』と宇野監修 『帝国
主義研究4イ ギ リス資本主義』は,先 生の初期の一連の研究成果である鉄鋼業 を中心 とした
重工業部門での株式会社形態による蓄積の進展のイギ リス的特質の実証分析(「イギリス鉄鋼
業における株式会社の発展」か ら 「第一次大戦前イギリス重工業の資本蓄積過程」に至る作品
群)を 背景に,あ らたな実証分析の成果 を付加 し,イギリスにおける金融資本的蓄積の態様 と
動向を古典的帝国主義段階か ら第一次大戦の戦時経済体制,そ の後の相対的安定期,大 恐慌期




態 を基礎 とする金融的連繋 ・支配の内に包摂 し…自由競争の発現を許 さず,絶 えず過剰資本の
整理 ・更新の不徹底を残すような蓄積 をすすめる資本 として把握 される」金融資本は,組織的
独 占をもって強蓄積を推進する ドイッ型のそれとは異なり,イギ リスでは 「非組織的な競争制
限」による 「漸進的」蓄積をすすめるものとして 「消極的」現れ方をみせ,こ の金融資本的蓄
積 に対応 して生 じた過剰資本が海外投資 に大量に向けられ,こ れが 「垂直的国際分業」 を拡大
させることで 「間接的」 にイギリス産業 に対 しその蓄積を底支えする役割を果た した。第一次
大戦後,こ のようなイギリスの金融資本的蓄積のもつ脆弱性は旧主力産業における再編 ・合理
化の遅延,産 業停滞による大量失業の慢性化,国 際収支構造の脆弱化 として露呈 し,大戦を契
機 とす る世界経済の構造変化にあって,こ うした事態への対応策 としては戦前の 「繁栄」への
回帰を目標 とした金本位制復帰 を中軸 とする 「自由主義的」政策展開が無力であることが暴露
され,経 済政策における 「政府介入」の一層の進展が不可避 となった。保護関税 ・帝国特恵政
策への傾斜,労 使関係への直接介入,失 業保険を中心 とする社会政策の展開,旧 主力産業のイ
ングラン ド銀行の介入 による再編 ・合理化の挺入 れなどである。29年恐慌はこの政策転換を
決定づけるもの となった。金本位制の放棄は 「戦前復帰 を基調 とした政策からの転換圧力を一
度に解放」 し,ポ ンド切下げ等の積極的経済政策 は,20年代の先行 「介入」政策の効果 と相
まって大恐慌からの脱出を 「相対的成功」裏 に導 くこととなった。 しかし,ポ ンド防衛が依然
として主要政策 目標に され均衡財政政策が重要視された結果,財 政出動を伴 う雇用対策は現実
化せず大量失業の解消には至 らなかったこと,旧主力産業での過剰生産能力の廃棄に進展はみ
られた ものの,近 代化投資は立遅れ,む しろ競争制限体制が一層強化 され,蓄 積に政策的挺入
れがあった鉄鋼業においてさえ固定資本の温存化傾向がみ られたこと,さ らにブロック化によ
り 「世界経済経済の分断傾向」 を決定づけ,第 二次大戦に至る国際対立の一因をつ くりだした
ことなどからすればカッコ付 きの 「成功」 に過ぎなかった。第二次大戦後イギリス資本主義が
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直面 した完全雇用政策実現 という課題は,こ の括弧付 きの 「成功」 を越え更に財政比重 を高め
なが ら政策的介入を 「質的」に拡大することによって しか達成不可能な課題であった,と。
森先生はさらに,こ うした戦間期にみられた 「イギ リス的な金融資本的蓄積パ ターンが戦後
にも貫かれ」た結果,ポ ン ドの国際的地位の低下,産 業の国際競争力の低下のもとで完全雇用
政策を遂行す ることは絶えざる物価上昇過程 を招来 し70年代 のスタグフレーションの発生に
よってその限界 を露呈 させ ることになった とされる主張を,「現代イギリス資本主義」以降の
著作(「イギ リスの財政肥大化 ス タグレーション」,「第2次世界大戦後のイギリス資本主義
一完全雇用体制の確立 ・維持 ・破綻の過程」など)で展開されている。
先生は,各 時期の産業蓄積の具体的な態様 と財政動向の緻密な分析を通 して,イ ギリス資本
主義経済の特質 ・特異性を明らかにされるとともに,こ の膨大な実証研究の実績 をもとに,宇
野経済学の方法論上の一大論争点で もあった原理論 と現実の歴史過程の関係を如何 に捉えるか
とい う議論においては,「論理的展開 と歴史的関係 は表裏の関係足 りうるか」で,い わゆる世
界資本主義論の歴史二論理説 を明快に退けられるとともに,宇野氏の段階論の方法をめ ぐって
は,重 工業的蓄積 との連繋 を無視 したイギリス金融資本=海 外投資型 という類型論 に上記の実
証分析をつうじて折々に疑問を提起 され,宇 野 『経済政策論』に示された金融資本の一般的規
定=生 産過程 との内的関連から説かれる金融資本規定 に立ち返 って,古典的帝国主義段階のイ
ギリス経済を分析することによってこそイギリス金融資本の特異性を解明できるとされた。 こ
の宇野 「金融資本論」に対する批判 と先生の 「金融資本論」は,「宇野 「金融資本論」【『経済
政策論』改訂版,第3編 第1章】の再吟味」であ らためて展開された。
先生の金融資本の理論は概ね以下のように要約できよう。重工業の発展から株式会社の展開
を説 き金融資本の成立にいたる論理は,ま ず,株 式会社形態が固定資本の巨大化がひき起こす
所用資本規模の増大とその大規模投下資本の流動化の必要性の2面 から要請 され,株 式の自由
譲渡性 を前提 とする社会的遊休資金の会社 自己資本 としての集中がいわゆる所有 と経営の分離
と支配権の小数大株主への集中を相互表裏の関係 として随伴 し,株式会社の持つ支配集中機能
は垂直統合的ない しコンッェルン的な多岐多様な事業連関を展開せ ざるをえず,そ れがまた競
争制限や独占的結合に向かわざるをえない重工業にとっては適合的な形態であったことを基本
論旨として示 され,銀 行 との密接な関係が必然化する根拠 もこの巨大化 した固定資本 を抱えた
株式会社の発展 自体の中にもとめられる。これをふまえ金融資本の一般的概念を先生は簡略に
「巨大化 した固定資本に基礎付けられた大規模会社 一そこに,株 式所有を核 としたさまざまな
金融的さらに人的企業連関を展開 し,なんらかの競争制限的体質 を帯びた大規模株式会社ない
しその金融的関連全体」 として示された。その上で金融資本の諸相 を,銀行 と重工業株式会社
との資本的融合 とそれに基づ く組織的独 占の形成 というドイツ型,集 中の弱さと非組織性そ し
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て銀行 との相対的間接性 を特徴 とするイギ リス型,さ らに トラス ト形成のアメリカ型 とされ,
帝国主義段階論の課題をこれ らの諸相による蓄積が軸 となり世界経済がどのような構造 と運動
をもったか ということの解明にある とされたのである。そ して 「資本 の蓄積様式は景気循環に
位置付け られねばならない」のであって,20世紀 における景気変動の交互に繰 り返 された上
昇 と下降の局面 においては,金 融資本的蓄積の積極的側面(強 蓄積と高度成長)と 消極的側面
(投資制限 ・未償却固定資本の温存 と慢性的停滞)の 「いずれかが より強 くあらわれたと理解」
されうるとし,その具体的解明が現状分析の重要な課題であるとされた。
この ように先生の金融資本論の再構成 という作業は,先 生が強 く依拠 される宇野経済学のと
りわけ段階論 と現状分析における基本的方法論の再構成の作業でもあったわけで,宇 野経済学
の内外 を問わず,大 きな影響 と波紋 を投げかけることになった。
また,第 二次大戦後のイギ リス経済を対象とされた数多 くの研究は,別 の意味ではバ ッケリ
ズムか らサ ッチャリズムへの政策転換あるいは労働党 と保守党 との間で繰 り返される政権交代
の経済的側面からの必然性 を,経 済活動のファンダメンタルな側面と財政の両面 とから解明さ
れたもの とみることもで き,そ こでは揺れ動 く福祉 国家体制の有 り様 を明らかにすることでソ
連型 「社会主義」の崩壊後,独 り勝 ちを誇っている現代資本主義が実は抱 えている本質的な危
うさや問題点を鋭 く指摘されているのである。それは 「社会主義」の瓦解後,と もすれば閉塞






















































1969年3月「第1次 大戦前イギリス重工業会社の資本蓄積過程一圧延,鉄 鋼,造 船5社の場
合」『経営論集』
1976年1月「イギリス資本主義 と大恐慌」『経済研究』一橋大学経済研究所
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「イギリス資本主義と1929年世界大恐慌」『唯物史観』河出書房新社
「イギリスの財政肥大化 スタグレーション」『経済学批判11』
「第2次世界大戦後のイギ リス資本主義一完全雇用体制の確立 ・維持 ・破綻の過
程」 『社会科学研究所年報』明治大学社会科学研究所
「再民有下のイギリス鉄鋼業における資本蓄積」『社会科学研究所年報』









「イギ リス産業のR&D一イノベーシ ョン投資一1980年代 の動向」『明治大学社
会科学研究所紀要』














1985年3月「植竹晃久 『企業形態論 資本集中組織 の研究』」『経営論集』
1989年3月
1997年1月
1998年3月
1998年10月
1999年7月
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「馬場宏二編 『シリーズ世界経済 ・ヨーロッパー独自の軌跡』」『社会科学研究』
「原田聖二 『両大戦問イギリス経済史の研究』」『経営史学』
「飯田隆 『イギリスの産業発展 と証券研究』」『証券経済研究』
「馬場宏二 『新資本主義論』」『経済論集』 大東文化大学
「代田純r現 代イギ リス財政論』」『証券経済研究』
